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気候こそ穏やかな先月でしたが、会員の皆様如何お過ごしでしょうか？古くから歴史的出来

事では雪が降るとの言伝えのごとく、令和8年2月8日の雪の選挙は長く記憶される歴史的な日

に成りそうですね。四十七士の討ち入りや、226事件も雪の中での歴史に刻まれた事柄でし

た。政治談議は町会のテーマではありませんが、今回の選挙で浮かんだのは賢人たちの言葉

でした。曰く「勝ちに不思議な勝ちあり、負けに不思議な負けなし」「築城10年落城1日」で

した。各党の政策にヒステリックな批判の為の批判や国防強化を戦争準備とか、学級会レベ

ルの常套句にウンザリしたサイレントマジョリティーの発意ではなかったでしょうか？

さて、町会業務は皆様のご意見を組み上げる機会が少ない組織ですが、声なき声（サイレン

トマジョリティー）を感覚で聴き、地味ですが毎月の行事情報等をお伝しながら進めてまい

ります。更なるご支援ご協力をお願い申し上げます。

過日日常生活に不自由な方々に対する町会と福祉関連既存組織と合同の義足製作施設見学や

認知症事例対処勉強会が日本赤十字支社や目黒包括事務所と持たれました。町会業務には福

祉事業に対する事案は業務外との思いもある中で超高齢社会の今後に目を向ける入り口体験

でした。

◇ 入学祝いの件 ◇

新年度に小学校、中学校ご入学のお子様の居られる会員様にお祝いをお届け致します。

お申し込みは下記の会長　黒川和彦宛迄。（お子様の名前情報守秘は厳守致します。）

会員様の氏名、住所、連絡先、入学のお子様のお名前、小、中区分を下記にお届け下さい。

連絡先　FAX：03-3433-0082 　 email：kurokawa@adreal.co.jp
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サイレントマジョリティー

【Ａ面】 会員配布

日常生活不自由な方々への対応

柿の木坂みどり町会からのお知らせ

義足・義手製作 認知症対策勉強会



　

東根住区では災害時の避難時に町会で担う避難所での役割等の図上訓練を各町会単位で行いました。

10中校舎と校庭で避難してきた方の受け入れ迄のプロセスは夫々身体的事情も異なる方達の仕分けか

ら始まり難しさを感じました。基本は在宅避難ですから避難備品準備を怠らない様に。

過日区役所みどり土木とのパブリックコメントを経た緑道リノベーション工事が終わりました、

水溜まりや車椅子での散歩等の整備が済みました。春の桜を楽しみましょう。沿道の会員様の工

事に対するご協力に感謝致します。
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【Ｂ面】 会 員 配 布

災害時避難所設営訓練

緑道整備のご報告

桜剪定立ち合い

搬送応急医療施設避難所配布備品

大型自飯機避難所設営訓練

整備された緑道


